
テーマ展示Ⅲ―知多の漁業―  

 

 

ぎょ

漁
ぐ

具と
ぎょ

漁
ほう

法① 
 

 
こく

国
ない

内でも
ゆう

有
すう

数の
ぎょ

漁場
じょう

である
い

伊
せ

勢
わん

湾には、
かず

数
おお

多くの
いき

生
もの

物が
せい

生
そく

息している。
うみ

海という
し

自
ぜん

然の
なか

中で
おこな

行う
りょう

漁は、
にん

人
げん

間と
うみ

海の
いき

生
もの

物たちとの
ち

知
え

恵くらべであった。  

 
ぎょ

漁
ぐ

具や
ぎょ

漁
ほう

法には、
つ

釣ってとるもの、
し

仕
か

掛けてとるもの、
つ

突いてとるものや
かん

干
ちょう

潮
じ

時

に
うみ

海に
はい

入って
ほ

捕
かく

獲するものなど、
じつ

実にさまざまな
ぎょ

漁
ほう

法がある。
りょう

漁
し

師は、
たい

対
しょう

象とする
ぎょ

魚種
しゅ

によって
し

仕
か

掛けや
えさ

餌などをかえ、
き

季
せつ

節や
じ

時
かん

間
たい

帯、
そう

操
ぎょう

業
ば

場
しょ

所などによっても、
ぎょ

漁
ぐ

具や
ぎょ

漁
ほう

法に
く

工
ふう

夫を
こ

凝らし、
かい

改
りょう

良を
くわ

加えていった。 

 

―
つ

釣る― 

 ●タコ釣
つり

 

  ２～３本
ほん

の
てつ

鉄の
はり

針に石
いし

や
てつ

鉄のおもりをつけ 

  たもの。モガニを縛
しば

って
えさ

餌とし、タコを釣
つ

 

  った。
こ

小
がた

型のものはイイダコ
よう

用で、
だい

大
こん

根や 

  らっきょうなどの
しろ

白いものを
えさ

餌とした。 

 ●フグ釣
つり

 

  
たけ

竹串
ぐし

にイワシやアジを
さ

刺し、フグを
つ

釣った。 

 ●マタカ釣
つり

……マタカは
しゅつ

出
せ

世
うお

魚であり、
せい

成
ちょう

長するにつれ、セイゴ、マタカ、スズ  

        キと
よ

呼び
な

名がかわった。
えさ

餌にはエビを
つか

使い、
さかな

魚がかかりやすいよ  

        う
はり

針を２
ほん

本にしたものがある。  

 ●ボラ釣
つり

………
えさ

餌の
だん

団
ご

子を
はり

針の
ちゅう

中
おう

央に
かた

固め、
あお

青
だけ

竹の
さき

先に
いと

糸を
つ

付け、
ふね

船の
よこ

横から
さ

差 

        し
だ

出して
つ

釣った。ボラは
しゅつ

出
せ

世
うお

魚であり、
たい

体
ちょう

長８０ｃｍにもなった。 

 ●ばけ（擬
ぎ

餌
じ

針
ばり

） 

  
ほん

本
もの

物の
えさ

餌を
つか

使わず、
えさ

餌となるべき
さかな

魚やエビなどに
に

似せて 

  
つく

作った
つり

釣
ばり

針。
りょう

漁
し

師の
て

手
づく

作りで、
き

木や
とり

鳥の
う

羽
もう

毛、
なまり

鉛、
ほね

骨、  

  
ぞう

象
げ

牙、貝
かい

殻
がら

などを
ざい

材
りょう

料とした。 

 ●釣
つり

竿
ざお

……………
たけ

竹
せい

製で、
おも

主にハゼ、ウナギ、セイゴ
よう

用。
つり

釣
ざお

竿の
さき

先につけた
すず

鈴は、  

         
さかな

魚がかかると
な

鳴るようになっている。  

 ●ちょうちん……まき
え

餌を
い

入れ、
さかな

魚を
よ

寄せるのに
もち

用いた。 

 ●天
てん

秤
びん

……………２
ちょう

丁
づり

釣
よう

用で
りょう

両
はし

端に
つり

釣
いと

糸をたらして
つか

使った。 

 ●ドンタはずし…ドンタ（ヌメリゴチ）は、
ねん

粘
えき

液でぬるぬるしていて
つり

釣
ばり

針をはず  

         すのに
く

苦
ろう

労するので、これを
もち

用いて
さかな

魚の
くち

口から
つり

釣
ばり

針を
ぬ

抜いた。 

 知多市歴史民俗博物館              常設展示解説シート  



テーマ展示Ⅲ―知多の漁業―  

 

 

ぎょ

漁
ぐ

具と
ぎょ

漁
ほう

法② 
 

－
し

仕
か

掛ける－  

 
さかな

魚の
しゅう

習
せい

性をうまく
り

利
よう

用した「
し

仕
か

掛ける」には、
はえ

延
なわ

縄
りょう

漁、タコつぼ
りょう

漁、
さし

刺
あみ

網
りょう

漁、が

ごじなどがある。
はえ

延
なわ

縄
りょう

漁は、長
なが

縄
の

船
ぶね

に
の

乗り、
なが

長い
みき

幹
いと

糸に、
とう

等
かん

間
かく

隔に
はり

針の
つ

付いた
えだ

枝
いと

糸

を
しば

縛り
つ

付けて
かい

海
ちゅう

中へ
とう

投
にゅう

入するもので、この
ち

地
いき

域で
さか

盛んに
おこな

行われていた。また、
がん

岩
しょう

礁
ち

地
たい

帯ではタコが
おお

多く
と

捕れた。
いわ

岩の
さ

裂け
め

目や
あな

穴になった
ぶ

部
ぶん

分を
す

巣とするタコの
しゅう

習
せい

性を
り

利
よう

用したタコつぼ
りょう

漁には、
とこ

常
なめ

滑
やき

焼きの
つぼ

壷が
おお

多く
つか

使われた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●かわ………ながの（
はえ

延
なわ

縄）を整
せい

理
り

して
い

入れておく
まげ

曲
もの

物。
じょう

上
ぶ

部の縁
ふち

に
はり

針をかけた。  

 ●浮
うき

桶
おけ

………
はえ

延
なわ

縄
りょう

漁や
さし

刺
あみ

網
りょう

漁の
き

基
てん

点となる
うき

浮。
なみ

波に
ゆ

揺れると
おと

音がなり、
し

仕
か

掛けの  

       
い

位
ち

置が
かく

確
にん

認できた。 

 ●標
ひょう

識
しき

灯
とう

……
うき

浮
おけ

桶と
おな

同じであるが、ランプの
ひかり

光で
し

仕
か

掛けの
い

位
ち

置を
しめ

示した。 

 ●浮
うき

樽
だる

………
さし

刺
あみ

網の
うき

浮として
もち

用いたり、
し

仕
か

掛けの
め

目
じるし

印として
し

使
よう

用したもの。
そこ

底に  

       
みず

水
ぬ

抜きのための
せん

栓がついている。  

 ●さびき……
はえ

延
なわ

縄
りょう

漁の
き

起
てん

点や
しゅう

終
てん

点に
もち

用いた
いかり

錨。
かい

海
ちゅう

中の
い

遺
しつ

失
ぶつ

物を
さぐ

探るのにも
つか

使った。 

 ●タコつぼ…
たん

短
どう

胴のものから
ほそ

細
なが

長い
つつ

筒
がた

型の
つぼ

壷へと
かい

改
りょう

良された。
ふた

蓋
つ

付きのものは、 

       
えさ

餌でタコをおびきよせ、タコが
はい

入ると
ふた

蓋が
お

落ちるようになっている。 

       
つぼ

壷に
えだ

枝
つな

綱を
むす

結んだものを
おや

親
つな

綱につないで、
はえ

延
なわ

縄
しき

式に
かい

海
てい

底に
しず

沈めた。  

 ●がごじ……
ほそ

細
なが

長く
わ

割った
たけ

竹で
あ

編み、
はえ

延
なわ

縄
しき

式に
かい

海
てい

底に
い

入れて、ウナギを
と

捕った。  

 ●ガニたも…
ざ

雑
こ

魚を
えさ

餌として
かい

海
てい

底に
しず

沈め、ワタリガニをおびき
よ

寄せて
と

捕った。カ 

       ニが
に

逃げないよう
しゅう

周
い

囲を
うえ

上へ
ま

曲げたものや、カニが
はい

入ると
に

二
ど

度と
で

出 

       られなくなるような
し

仕
くみ

組のがごじ
がた

型がある。  

 


